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 １月12日(土)、横浜能楽堂にて、事務局（青少年センター科学部）と横浜能楽堂の

コラボレーション（連携）企画として、「工作＆見学 “能楽堂で光の不思議を体験しよ

う～！”」 を開催しました。科学部による科学工作と、横浜能楽堂の能舞台との組み

合わせによる異色の講座です。科学工作と能舞台がどのようにコラボしたのか？紹

介いたします。 
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 横浜能楽堂は青少年センター（横浜 紅葉ケ丘）に隣接する施設で、内部に

は、140年以上前（明治８年）に使われていた本物の能舞台が移築されています。

能・狂言などの古典芸能を架け橋として様々な国との文化交流・共同制作事

業を実施しています。（右の写真は、今回のチラシ及び横花能楽堂ホームページから） 

 

 

光に関する話 科学工作（親子で協力して工作） 
参加者は小学生のお子さんを含む親子です。
講座の最初は、科学部による「光」について

のお話です。光の色、電波、レンズ、屈折、
反射など、小学生には少し難解な内容も、虹
や携帯電話などの身近な現象や物を題材とし

て、解説しました。 

続いて、グレーチングシート（光が七色に分
解して見える）を使った「レインボースコー

プ」と、ビー玉とカッティングミラーを使っ
た「ビー玉万華鏡」の工作です。能楽堂との
コラボらしく、きれいな模様の千代紙も材料

として用意しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品で能楽堂の外を見よう 能舞台の５色の幕 舞台周囲の白い石 
２つの作品を手に能楽堂の中を見学しまし
た。能楽堂の中庭の松（雪つりが施してあ
りました）をレインボースコープやビー玉

万華鏡でのぞいてみると、きれいな光の世
界が広がり歓声が上がっていました。 

能舞台は全体的に褐色系の木材の色ばかり
ですが、舞台左側の幕だけはカラフルな５
色で五行思想（木火土金水）を表している

ことなど、舞台の構造について能楽堂の職
員の方から説明がありました。 

昔は照明が無く太陽の光だけだったため、
舞台を照らすために反射板の役割を果たし
ていました。レインボースコープで見ると

舞台の天井は暗いのですが、敷き詰められ
た石の部分は虹色でした。 
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異色のコラボ！ 科学工作と「能」 

光の話と工作 
 

能楽堂で光の不思議を体験しよう～！ 

ナンテンの赤い実（事務局撮影）→ 

つくった作品で能に親しむ 
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 １月10日（木）、県立青少年センター（横浜 紅葉ケ丘）において、27回目の県工業高等学

校生徒研究発表会が開催されました。主催は、協議会の会員でもある県高校教科研究会

工業部会です。県内の11の高校の生徒が集まり、工業関係の課題研究を発表しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 Science Topics  

 

 表(おもて)面に掲載したナンテンですが、「難を転じる」ことから縁起の良い植物と

されています。ナンテンには薬効成分がありますが、一度に多量に摂取すると毒として

作用もします。そのため、同じ赤い実なのにナナカマド（写真右）は鳥に食べられてす

ぐに無くなるのに対して、ナンテンは少しずつしか食べられないので、冬場でも結構残

っています。鳥に少しずつ食べさせることによって、できるだけ広範囲に糞と一緒に種

を撒いてもらうナンテンの作戦のようです。（事務局：村上、髙相、山田、宮城） 

 

事務局から 
事務局（科学部）は昨年10月に厚木に移転しました。 

神奈川県工業高等学校 生徒研究発表会
会！ 

ステージ上で発表する代表生徒 各校の発表を聞く高校生たち 

審査の結果、「最優秀賞」

は川崎総合科学高校、 

「神奈川県工業教育振興

会長」は磯子工業高校、 

「青少年センター館長賞」

は小田原城北工業高校

が受賞しました。 
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